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要約

　近年、生育上のトラウマから生じるネガティブな感情を低減するための、いろいろな心理療法が提唱されてきて

いる。それらの心理療法で用いられる方法や実際の臨床ケースの検討から、最も効果的な方法は「自らに対する許

し」と「他者に対する許し」の両方を促進する心理療法であることが指摘された。また、「許し」に関わる心理的

な変化過程とこれまでの研究についての検討から、今後の「許し」に関する研究が考察された。

　「許し」は、ネガティブな感情の解消のために非常に重要な心理的状態であり、今後さらに科学的な研究が発展

し、より効果的な心理療法の方法が開発されていくことが望まれる。
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はじめに

　近年、問題の多い家族に育ち、そのトラウマか

ら成人後に怒りや後悔などのネガティブな感情に

悩まされている人のための心理療法が数多く提唱

されている。それらの心理療法におけるネガティ

ブな感情の低減の方法は、大別すると2種類に分

けることができる。

　一方は、自分自身に対する考え方を変えること

によって、ネガティブな感情処理をさせようとす

る心理療法である。っまり、自分自身を被害者と

見なす考え方から、自らの資質で成長することが

できたサバイバーとリフレイムすることによっ

て、ネガティブな感情を低減させる心理療法であ

る（wolin＆wolin，1993など）。他方は、「許し」

（forgiveness）という心理状態を用いて、ネガティ

ブな感情を低減させる心理療法である（Malcolm

　　＊臨床心理第1研究室

　＊＊臨床相談センター、聖心女子大学

＊＊＊臨床心理第2研究室

＆Greenberg，2000など）。前者のリフレイミン

グを用いる心理療法においては、「許し」という

概念について言及していない技法が多い。

　ところで、後者の「許し」を用いる心理療法に

も2種類の心理療法がある。一方は、「自らに対

する許し」は必要であるが、「他者に対する許し」

は必要ないとする心理療法である（Forward，

1989；Engel，1989など）。また他方は、「自らに

対する許し」と「他者に対する許し」の両方が必

要であるとする心理療法である（Bass＆Davis，

1988；Bloomfield＆Felder，1983；Kahrhoff，

1988；Simon＆Simon，1990など）。

　以上のように、ネガティブな感情処理の方法と

しては、自らをサバイバーとリフレイムする方法

と、「自らに対する許し」を用いる方法、および

「自他への許し」を用いる方法の3種類が提唱さ

れてきている。これらの方法のうち、どの方法が

ネガティブな感情処理のためには最も効果的なの

であろうか。
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臨床ケースからみた生育上のトラウマから生じる

ネガティブな感情の種類とその低減の仕方

　最も効果的なネガティブな感情処理の方法を検

討するため、生育上のトラウマからどのようなネ

ガティブな感情が残り、それがどのように低減さ

れたケースがあるかをこれまでの臨床経験から考

えてみたい。

　まず、心理的な交流が希薄な親や、精神的なネ

グレクトをする親のいる家庭に育った人のケース

について考えてみる。この場合、その親にほめら

れたことがなく、小さいときから自分がどこか変

だと感じていたという自己不全感や抑うっ感、お

よび対人不安を報告することが多い。時には、社

会的ひきこもりに近い状態で訪れることもある。

このようなケースにおいては、クライアントと強

い絆を持っていた親もしくは代わりの人が暖かく

接してくれた場面や、本人の資質を認めてくれた

場面の記憶が活性化すると、自己不全感や抑うっ

感、および対人不安が低減する場合がある。また、

本人がそのような親の被害者ではなく、自分の資

質で成長できたサバイバーであるとリフレイムさ

せることで、ネガティブな感情処理はさらに促進

される。さらに、社会的ひきこもりがあった場合

には、そのような時期があったのも仕方がないと

自分を許すことで、ネガティブな感情の処理が達

成される。

　次に、言葉による暴力をあびせる親のいる家庭

に育った人のケースについて考えてみる。この場

合、親の強い話し方や、親から受けたひどい言葉

を報告する。そして、その親に対する怒りととも

に、社会的場面で怒りが抑制できず問題となるこ

とや、自分も親のようになってしまう不安を訴え

る。このようなケースにおいては、ひどい言葉を

言われた場面ではなく、その親がやさしく接して

くれた場面の記憶が活性化すると、親に対する怒

りが中和され社会的場面での怒りも抑制できるよ

うになってくる。また、親の生育歴などに対する

深い理解に達すると、その親に対する同情心がで

てきて「許し」の心境となり、怒りの問題は解決

する。さらに、機能不全家族に育っても必ずしも

親と同じようになるわけではないというWerner

（1993）などの研究を紹介すると、不安も低減する。

っまり、「他者に対する許し」によって怒りの問

題が解決し、機能不全家族に育っても必ずしも心

理的問題を抱えるわけではないという事実の理解

で不安が低減するのである。

　さらに、アダルト・チルドレンとして有名なア

ルコール依存症の親のいる家庭に育った人のケー

スについて考えてみる。この場合、自分自身に身

体的暴力が及んだかどうかで、ネガティブな感情

処理の仕方が異なってくる。自分自身に身体的暴

力が及んでいないケースでは、幸福な子ども時代

を送れなかった喪失感や悲しみおよび抑うっ感が

報告されることが多い。この喪失感や悲しみや抑

うっ感は、友達と楽しく遊んだ場面や、親が酔っ

ていない時の幸せな家庭場面の記憶などが活性化

されることによって低減される。しかし、自分自

身に身体的な暴力が及んだケースでは、喪失感や

悲しみや抑うつ感に加えて、親に対する強い怒り

が報告される。このようなケースでは、その親に

対する怒りの問題よりも、暴力を加えた親と同性

の身近な人に対する怒りがコントロールできない

ことからカウンセリングに来る場合が多い。例え

ば父親から身体的暴力を受けていたケースでは、

父親に対する強い怒りの問題もさることながら、

夫や彼氏に対する怒りがコントロールできないと

いう問題が生じる場合が多い。このようなケース

では、幸せな記憶の活性化のみではやはり強い怒

りの感情処理までは達成されない。怒りは、アル

コール依存の親の生育歴や当時の状況などに対す
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る深い理解から、その親を許す心境までこないと

処理されないのである。っまり、言葉による暴力

をあびせる親のいる家庭に育った人の場合と同様

に、幸せな記憶の活性化とともに「他者への許し」

が、ネガティブな感情処理に必要なのである。

　以上のことから、生育上のトラウマから生じる

ネガティブな感情の処理のためには、「自他への

許し」を用いる方法が最も効果的であると考えら

れるのである。

生育上のトラウマから生じるネガティブな

感情の処理過程

　以上のように「自他への許し」を用いる方法が

ネガティブな感情処理には最も効果的であるにも

関わらず、なぜ許しを用いない心理療法も提唱さ

れているのであろうか。これは、問題の多い家族

に育っても必ずしも心理的な問題を持っとは限ら

ないことを理解し、自らをサバイバーとリフレイ

ムするという方法によっても、和解によってネガ

ティブな感情処理が達成される場合が多いからで

あると考えられる。

　っまり、問題の多い家族に育っても、必ずしも

親と同じ問題を繰り返すわけではないことを理解

することで、親のようになるのではないかという

不安感が低減される。そして、自分が過去のつら

い出来事のおかげで強くなれたと考えることで、

幸福な子ども時代を失った悲哀が克服できる。さ

らに、自分につらい思いをさせた親の性格が変わ

ることを期待せず、親と上手に距離をとりっつ成

長していくことで、親との和解が訪れる場合が多

いのである。これは、親の方が加齢に伴って子ど

もへの依存傾向が増すことによるものである。

　ところで、この和解が不可能な場合にはネガティ

ブな感情の低減はどのような過程を経ればよいの

であろうか。Enright＆Human　Development

Study　Group（1991）は、その処理過程には以下

の17の心理的な変化があるとしている。

1．心理的防衛の確認（Kie1，1986）。

2．怒りの感情を抑圧せずに、解放して、自らの

　　怒りの感情に直面すること（Trainer，1981）。

3．必要な時には、恥ずかしいという感情を認め

　　ること（Patton，1985）0

4．トラウマとなった経験に過剰な感情反応をし

　　ていることに気づくこと（Drol1，1984）。

5．トラウマとなった経験を反鍔していることに

　　気づくこと（Drol1，1984）。

6．被害者である自分を加害者と比較して心の傷

　　を広げているかもしれないことに気づくこと

　　（Kiel，1986）。

7．世の中は公平であるべきだという信念から、

　　できるだけ公平であるにこしたことはないが

　　完全に公平になっているわけではないという

　　信念への変容（Flanigan，1987）。

8．これまでの解決方法が役に立たないという洞

　　察（North，1987）。

9．加害者を許そうと決心すること（Neblett，

　　1974）。

10．加害者の視点から見たり、ロール・プレイを

　　してみることで、経験をリフレイミングする

　　こと（Smith，1981）0

11．加害者に感情移入してみること（Cunningham，

　　1985）。

12．加害者を哀れに思って同情すること（Droll，

　　1984）。

13．心の痛みを受け入れ、吸収すること（Bergin，

　　1988）。

14．自分も「他者からの許し」が必要な経験があっ

　　たことを理解すること（Cunningham，1985）。

15．自分も、皆と同じ心の傷で人が変わってしま

　　う不完全な人間であることを理解すること
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　　（Close，　1970）0

16．加害者に対する否定的感情が低減すると、

　　肯定的感情が増加することに気づくこと

　　（Smedes，1984）。

17．内的に感情的に解放されたことに気づくこと

　　（Smedes，1984）。

　っまり、抑圧や知性化などで自分の本当の感情

を経験していないことを理解し（1）、怒りの感情

に直面し（2）、董恥心や過剰な感情反応、反劉、

加害者との比較、世の中は公平であるべきだとい

う信念などによって、単なる怒り以上の感情を経

験していることを理解する（3，4，5，6，7）。このよ

うな経験を通して、これまでの解決法ではうまく

いかないことに気づき（8）、許そうとし始める（9）。

そして、経験をリフレイミングし（10）、加害者に

感情移入してみて（11）、加害者に対する哀れみの

感情を感じ（12）、心の痛みを受け入れて吸収し

（13）、自分も人の「許し」が必要で（14）、心の傷

で人が変わってしまう不完全な人間であることを

理解する（15）。このような心的過程を経るにっれ

て、加害者へのネガティブな感情が減り、ポジティ

ブな感情が増えていくことを経験し（16）、最終的

には完全な「許し」の段階に到達して、内的に感

情的に解放されるのである（17）。

「許し」（Forgiveness）に関する心理学的研究

　以上のように、ネガティブな感情の解消のため

には、和解もしくは「自他の許し」が必要なこと

はわかったが、これまで「許し」に関して心理学

的にはどのような研究がなされてきたのであろう

か。実は、1980年代までは、「許し」はほとんど科

学的な心理学の研究対象とはされてこなかったの

である（McCullough，　Pargament，＆Thoresen，

2000）。

　わずかに行われてきた研究としては、まずPiaget

（1932）やBehn（1932）による、道徳的判断の発

達における「許し」の発達にっいての考察があっ

た。また、Litwinski（1945）の「許し」をもたら

す感情構造の研究や、Heider（1958）の社会心理

学の分野における被害者の帰属の仕方や感情につ

いての記述があった。しかし、これらの研究はそ

の後の研究を触発したわけではなかった。唯一

「許し」に関して一連の研究がなされたのは、ゲー

ム理論の分野においてであった。っまり、Gahagan，

＆Tedeschi，（1968）とHorai，　Lindskold，　Gahagan，

＆Tedeschi（1969）はゲーム理論の分野で、「許し」

を競争戦略後の協力戦略の使用と定義した。一般

的に、相手が競争戦略をとる場合には競争戦略を

とるほうが、また相手が協力戦略をとる場合には

協力戦略をとるほうが得である。しかしAxelrod

（1980a，　b）が、相手が競争戦略をとった場合にも

協力戦略をとりつづける方が、ある種のゲーム状

況では得することを示したのである。

　このように、科学的な心理学の分野において

「許し」が研究対象とされてこなかった原因にっ

いては、宗教において「許し」の問題が多く扱わ

れていたということが最大の原因であると考えら

れる。っまり、科学的であろうとした心理学は、

宗教と関係するのを好まなかったということであ

る（Gorsuch、1988）。しかし、宗教の分野で扱

われてきた概念であっても、科学的な心理学の研

究対象とならないとは限らない。事実、パストラ

ル・カゥンセリングの分野においては徐々に科学

的な知見も集積されていったのである。

　パストラル・カゥンセリングの分野においては、

古くから「許し」が精神的健康を保っ上で重要な

働きをすることが指摘されてきた（Angyal，1952

　Beaven，1951；Bonell，1950など）。そして1960

年代に入って、Emerson（1964）がQ一ソート法を

用いて、「許し」と精神的なウェルビーイングに
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関係があることを初めて科学的に実証したのであ

る（McCullough，Pargament，＆Thoresen，2000）。

　このように1980年代までは、「許し」に関する

心理学的な研究はほとんどなかったが、］980年代

以降は研究が急増した。発達心理学の分野におい

ては、許す能力の発達に関する理論的な研究や実

証的研究が進展した（Enright，　Santos，　A1－Mabuk，

1989；Enright＆the　Human　Development　Study

Group，1994；Girard＆Mullet，1997；Spidell＆

Liberman，1981など）。また、社会心理学の分野

においては、犯罪者を許そうと思うかどうかにっ

いての要因の研究が進んだ（Boon＆Slusky，1997；

Darby＆Schlenker，1982；Weiner，　Graham，

Peter，＆Zmu｛dinas，1991など）。こういった研

究から、前述のように「許し」に到達するまでに

経過する心理的な変化が多数指摘された。そして、

心理療法の分野においては、「許し」がパストラ

ル・カウンセリング以外の一般の心理療法におい

ても重要な概念であることが指摘されるようになっ

た（Fitzgibbons，1986；Hope，1987；Jampolsky，

1980；Smedes，1984など）。

　1990年代に入ると、DiBlasio＆Benda（1991）

が、パストラル・カウンセラー以外のカウンセラー

も「許し」を心理療法過程で用いていることを調

査研究によって示した。またDiBlasio（1992）は、

中年以降のカウンセラーのほうが若いカウンセ

ラーよりも「許し」を肯定的にみており、「許し」

を用いる技術を有しているが、理論的な基盤が不

足していると感じていることを調査研究により示

した。同時に、いろいろな「許し」を促進する心

理療法が提唱されていった（Coyle＆Enright，

1997；Freedman＆　Enright，1996；Hebl＆

Enright，1993；McCullough＆Worthington，

1995など）。McCullough＆Worthington（1995）

は、「許し」に関する2種類の心理教育の効果を

統制群も含めた3群を用いた実験的な方法で検証

している。このような研究から、「許し」がネガ

ティブな感情処理に大きな効果を持っことが示さ

れていった。しかし、提唱された心理療法の多く

は臨床経験から提唱されたものであり、科学的に

実証された心理モデルによって裏打ちされたもの

ではなかった。このようなことから、John

Templeton基金が「許し」に関する科学的研究を

奨励し（Worthington，1998）、1990年代後半以降

にやっと「許し」に関する科学的な理論を統合し

ようとする試みが始まったのである（McCullough，

Worthington，　Rachal，1997；McCllough　et　a1．，

1998など）。そして2000年代に入り、Malcolm＆

Greenberg（2000）が初めて「許し」に関する科

学的で実証的な心理モデルを提唱し、それに基づ

く心理療法を提唱したのである。

　我が国においても最近、高田・大渕（2003）が

大学生に対する質問紙調査から、「他者に対する

許し」の程度と、それをもたらす認知的要因との

因果モデルをパス解析を用いて構築している。こ

の研究では、「他者に対する心的な許し」と「許

し行動」に、相手に対する期待を下げることや、

被害を受けた状況に自分の責任もあったことを認

めること、および「許し」の決意が関わることが

示されている。しかし、示されたモデルは完全な

ものではなく、改善の余地があることが指摘され

ている（高田・大渕，2003）。

総合考察

　以上のように心理臨床の分野において、生育上

のトラウマから生じるネガティブな感情の処理に、

「許し」を用いた心理療法が効果的なことが示さ

れるようになってきた。また、科学的な心理学の

分野において「許し」の研究が進展してきており、

「許し」をもたらす認知的な要因と「許し」の程
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度との間の因果関係のモデルも構築されつつある。

　　日常の臨床活動において、ネガティブな感情処

理のために許しが必要なクライエントに対しては、

臨床経験から「許し」を促進する心理療法をおこ

なっている。しかし、DiBlasio（1992）が指摘し

たとおり、そのような心理療法を実施する上での

科学的な理論基盤が未だに希薄であると思われる。

　　そのため、今後一層「許し」に関する科学的な

研究が発展し、

ルが確立され、

「許し」に関する心理学的なモデ

より一層効果的な心理療法の方法

が発展していくことが望まれる。

＊本論文の作成にあたり、東京家政大学大学院文

学研究科心理教育学専攻の後藤英好、諏訪裕子、

長尾景子、平井敦子、山内奈津子、山崎恵、山本

由記子、若林悠子、垣内絵美の各位に、研究会な

どを通じて貴重なご示唆やご協力をいただきまし

た、ここに感謝申し上げます。
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Abstract

　　　Lately　various　psychotherapies　to　decrease　negative　emotions　caused　by　traumatic　experiences

have　been　proposed．　By　investigating　various　psychotherapeutic　methods　and　clinical　cases，　it

was　pointed　out　that　most　effective　psychotherapeutic　methods　promote　both“forgiveness　of

oneself”and“forgiveness　to　others”．　Also　by　the　examination　of　mental　change　processes　and

past　research　concerning　‘‘forgiveness”，　future　developments　of　this　fields　are　discussed・

　　　Because“forgiveness”is　a　very　important　psychological　state　to　dissolve　negative　emotions，

it　is　expected　that　more　scientific　studies　on“forgiveness”develop　and　more　effective　psycho－

therapeutic　methods　for　promoting“forgiveness”will　also　develop．

Key　words：forgiveness，　psychotherapy，　emotional　processing
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